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千年の森便り №4３ 
 

2007.2.25 
ちば千年の森をつくる会 

http://www7a.biglobe.ne.jp/~toyofusajima/index.html
E-mail:tgysk665@yahoo.co.jp TEL:043-432-1450 

お知らせ 
○ 次回活動日のご案内；３月２１日（春分の日） 君津市久留里城址資料館0439-27-3478に於いて活動報告会を行

います。集合９：５０、役員及び報告者は９：３０集合。 久留里城址資料館アクセス→前回42号を参照 

○ちば里山センター事例発表会；３月１０日(土)１０：００～１６：００、於千葉市中央区長洲「プラザ菜の花」、

当会「生物多様性保全を目指して」をテーマに体験発表を行います。参加希望者は事務局に連絡下さい。 

活動の記録 
２月２４日（土）快晴、植物班・栽培キノコ班特別活動  参加会員５名、 
○ スハマソウ（ミスミソウ）の開花を確認； 

暖冬で開花が早いと予想されたスハマソウの開花を無

事確認。白花のみならず、濃いピンクのスハマソウも。

今年は春が早く、シュンランやカンアオイも最盛期で、

島内のあちこちで可憐な花を見ることができた。 

○ 鹿の食害に加えウサギも？ 

鹿の食害でアオキ、ツゲなどの常緑低木は被害がひど

い。さらにシュンランの葉を食べたのは、刃物で切断し

たような食べ跡からウサギではとの疑いが。 

 

可憐な早春の花 スハマソウ（濃いピンク）→ 

 

   
カンアオイ（花） シュンラン（花） 葉は食害に ツゲの食害も 

 

○ 栽培キノコ調査；マダケ林脇ホダ場のシイタケは、１月活動日に張った防獣ネットの効果が高く、沢山の収穫。

ネット越しの収穫はけっこう大変で、鹿が食べづらい環境は人もとりづらいのを実感。生育が遅れていた広場近

くの０４年植菌ホダ木からの発生はごくわずかで、やはり対策が必要か。０３年の植菌ホダ木ナメコやクリタケ

のホダ木からも、シイタケが少しずつ発生しており収穫調査はけっこう大変。 

この日の収量はシイタケ８．１ｋｇ（うち竹林が６．３ｋｇ、他１．８ｋｇ）、 ナメコ９０ｇ。（松本記） 

  

人間の収穫も網が邪魔する 慎重に秤量 お土産もたくさん 

 

 ［豊英島ニュース］終了後、県民の森ハイキングコースを1時間ほど散策。尾根筋北斜面のスハマソウ群落(開花)、

クロモジ（新芽、開花）、ミツバツツジ（一輪のみ開花）など、早春の清和県民の森を満喫しました。 

 


